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(57)【要約】
【課題】液晶表示装置は動画像の表示で残像が残る。
【解決手段】本発明によるバックライト制御方法は、液
晶表示装置の画面を複数の領域に分割するステップと、
分割領域に画像情報が書き込まれた時期を検出するステ
ップと、画像情報が書き込まれた時期を検出した時、分
割領域のバックライトの輝度を下げるステップと、分割
領域に書き込まれた画像情報の表示が確定した時期を判
定するステップと、画像情報の表示が確定した時、分割
領域のバックライトの輝度を上げるステップとを備える
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＥＤを用いたバックライトを有する液晶表示装置におけるバックライト制御による残
像低減方法であって、
　上記液晶表示装置の画面を垂直方向に複数の領域に分割するステップと、
　上記分割領域に画像情報が書き込まれた時期を検出するステップと、
　上記画像情報が書き込まれた時期を検出した時、上記分割領域のバックライトの輝度を
下げるステップと、
　上記分割領域に書き込まれた上記画像情報の表示が確定した時期を判定するステップと
、
　上記画像情報の表示が確定した時、上記分割領域のバックライトの輝度を上げるステッ
プと、
　を備えることを特徴とする残像低減方法。
【請求項２】
　上記分割領域のバックライトの輝度を下げるステップは、バックライトを消灯するステ
ップであり、
　上記分割領域のバックライトの輝度を上げるステップは、バックライトを点灯するステ
ップであることを特徴とする請求項１に記載の残像低減方法。
【請求項３】
　上記バックライトの輝度を上げるステップは、定常的に流せる電流値よりも大きい電流
を流すことを特徴とする請求項１または２に記載の残像低減方法。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載の方法により制御させるバックライト。
【請求項５】
　請求項１から３のいずれか１項に記載の方法により制御させるバックライトを有する液
晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置における残像低減方法および液晶表示装置に関する。より詳細
には、バックライト制御による動画像の残像低減方法および液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像表示装置中で、液晶表示装置は、近年、大型化かつ高精細化が進んできた。それに
伴い、パーソナルコンピュータやディジタルスチルカメラなどのような静止画像を表示す
る装置のみでなく、ＴＶ（テレビジョン）などのような動画像を表示する装置にも用いら
れるようになってきた。液晶表示装置は、ＣＲＴ（ブラウン管）を備えたＴＶに比べて奥
行きが薄く、占有面積が小さいため、一般家庭への普及率が高くなって来ている。
【０００３】
　しかしながら、液晶表示装置は、静止画像の表示は非常にきれいであるが、動画像の表
示ではＣＲＴに比べて残像が残り、動画像の表示の表示品質は高くなかった。これは、液
晶の応答速度がＣＲＴやＰＤＰ（Plasma Display Panel）の数十マイクロ秒に対して数ミ
リ秒と非常に遅く、画像表示の遷移状態が目に見えるためである。
【０００４】
　その対策として、
１．液晶素子を改善して応答速度を改善する。
２．液晶の駆動方法を改善して応答速度を改善する。
等の方法が行われている。１の方法は、液晶素子そのものを改善して、応答速度を速める
ものであり、２の方法は、液晶の駆動方法を改善して応答速度を速めている。例えば駆動
波形の立ち上がり電圧を通常の駆動レベルより高くするオーバドライブ法が知られている
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。しかしながら、これらの対策には限界がある。液晶素子の応答速度は依然として数ミリ
秒であり、動画像の表示では残像が残っている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上で述べたように、液晶表示装置には動画像の表示で残像が残るという課題があった。
本発明は、ＬＥＤバックライトを制御することにより、残像を削減することを可能とする
液晶表示装置における残像低減方法および液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明によるバックライト制御方法は、ＬＥＤを用いたバ
ックライトを有する液晶表示装置におけるバックライト制御による残像低減方法であって
、液晶表示装置の画面を垂直方向に複数の領域に分割するステップと、分割領域に画像情
報が書き込まれた時期を検出するステップと、画像情報が書き込まれた時期を検出した時
、分割領域のバックライトの輝度を下げるステップと、分割領域に書き込まれた画像情報
の表示が確定した時期を判定するステップと、画像情報の表示が確定した時、分割領域の
バックライトの輝度を上げるステップとを備える。
【０００７】
　また、分割領域のバックライトの輝度を下げるステップは、バックライトを消灯するス
テップであり、分割領域のバックライトの輝度を上げるステップは、バックライトを点灯
するステップであることも好ましい。
【０００８】
　また、バックライトの輝度を上げるステップは、定常的に流せる電流値よりも大きい電
流を流すことも好ましい。
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明によるバックライトは上記の方式のいずれか１つの
方法により制御される。
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明による液晶表示装置のバックライトは上記の方式の
いずれか１つの方法により制御される。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明のよれば、液晶表示装置の弱点の１つである残像を、液晶素子の特性改善等、時
間・費用・製造ラインや素材の変更を行うことなく改善することが可能になる。つまり、
ＬＥＤバックライトを制御する方法である本発明の内容を追加するだけで、特別高速応答
の液晶素子を用いることなく液晶表示装置の残像の低減をさせることが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態を、図１～図４に基づいて説明する。
【００１３】
　図１は本発明にかかる液晶表示画面の分割を示す図である。この例では、横：１９６０
ドット、縦：１０８０ドットである液晶表示画面をｎ分割した図である。つまり第１領域
は、縦：１～１０８０／ｎドットに対応し、第２領域は、縦：（１０８０／ｎ）＋１～２
×１０８０／ｎドットに対応し、第ｎ領域は、縦：（（ｎ－１）×１０８０／ｎ）＋１～
ｎ×１０８０／ｎドットに対応している。
【００１４】
　図２は、本発明のＬＥＤバックライトを制御するシステムの機能構成図である。この図
を基にして本発明の実施形態の動作を説明する。
【００１５】
　基準値保持手段２は、画面分割数、画面更新時間および輝度情報等の情報を保持してい
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る手段である。画面分割数とは液晶表示画面を縦方向に分割する数であり、タイミング制
御手段１に渡される。画面更新時間は、液晶画面が表示の更新を開始した後表示が確定す
るまでの時間であり確定時期判定手段４に渡される。輝度情報とは、バックライトの明る
さを決めるための情報であり、輝度制御手段５に渡される。これらの値は、利用者が適宜
調整できる値であってもよいし、また、固定の値であってもよい。例えば、輝度を調整す
るスイッチにより輝度情報を変化させるようにしてもよい。
【００１６】
　タイミング制御手段１は、分割画面に画像が書き込まれたタイミングを検知する手段で
ある。タイミング制御手段１には、まず基準値保持手段２により、画面分割数が渡される
。この値により、液晶表示画面が図１のように分割される。タイミング制御手段１に、液
晶画面表示のための制御信号である水平同期信号と垂直同期信号が入力される。水平同期
信号とは、ＣＲＴや液晶表示装置で画面を描画する際に、水平方向のタイミングを計るた
めの信号であり、この信号を受信するとＣＲＴや液晶表示装置は表示位置を左端に戻す。
垂直同期信号とは、ＣＲＴや液晶表示装置で画面を描画する際に、垂直方向のタイミング
を計るための信号あり、この信号を受信するとＣＲＴや液晶表示装置は表示位置を左上端
に戻す。
【００１７】
　タイミング制御手段１は、内部にカウンタを備えており、水平同期信号が入力されるご
とにカウンタはインクリメントされ、垂直同期信号が入力されるごとにカウンタはリセッ
トさせる。このカウンタによって、タイミング制御手段１は液晶表示装置が表示している
領域を判定することができる。
【００１８】
　このカウンタと分割領域との対応は、以下のようにして判断される。液晶表示画面の縦
がｍドットであり、画面の分割数がｎであった場合、カウンタが１～ｍ／ｎのとき、液晶
表示装置は第１領域を表示しており、カウンタが（ｍ／ｎ）＋１～２ｍ／ｎのとき、液晶
表示装置は第２領域を表示しており、カウンタが（２ｍ／ｎ）＋１～３ｍ／ｎのとき、液
晶表示装置は第３領域を表示しており、（（ｎ－１）×ｍ／ｎ）＋１～ｎ×ｍ／ｎのとき
、液晶表示装置は第ｎ領域を表示している。このことから、カウンタがｍ／ｎ、２ｍ／ｎ
、・・・、ｎ×ｍ／ｎになったとき、各分割された領域に対する画像情報の書き込みが終
了したことがわかる。
【００１９】
　第ｎ領域の最後まで画像情報を書き込み終わった後は垂直同期信号が入力されて、カウ
ンタはリセットさせる。その後次の画面の制御信号が送られてくる。
【００２０】
　このように、タイミング制御手段１は、カウンタがｍ／ｎ、２ｍ／ｎ、・・・、ｎ×ｍ
／ｎになったとき、領域判定手段３にカウンタ×ｎ／ｍを出力し、分割された領域に対す
る画像情報の書き込みが終了したことを知らせる。
【００２１】
　領域判定手段３は、タイミング制御手段１から受け取った値に対応する輝度制御手段５
に対し、この領域のバックライトの輝度を下げることを指示し、この領域の番号を確定時
期判定手段４に知らせる手段である。
【００２２】
　例えば、液晶画面の縦がｍドットであり、画面の分割数がｎであり、タイミング制御手
段１が領域判定手段３に“１”を渡した場合、領域判定手段３は第１領域輝度制御手段５
－１に輝度を下げる指示を行い、“１”を確定時期判定手段４に知らせ、領域判定手段に
“ｎ”を渡した場合、領域判定手段３は第ｎ領域輝度制御手段５－ｎに輝度を下げる指示
を行い、“ｎ”を確定時期判定手段４に知らせる。
【００２３】
　確定時期判定手段４は、分割領域の画像が確定したと判定した場合、輝度制御手段５に
対し、この領域のバックライトの輝度を上げる指示をする手段である。確定時期判定手段
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４は分割領域の画像が確定したがどうかの判断を、基準値保持手段２から渡される画面更
新時間を基に判断する。領域判定手段３から領域の番号を指示されてから画面更新時間経
過した後、輝度制御手段手段５に輝度を上げる指示を行う。
【００２４】
　例えば、領域判定手段３から“１”を知らされた場合、確定時期判定手段４は、画面更
新時間経過後、第１領域輝度制御手段５－１に輝度を上げる指示を行い、領域判定手段３
から“２”を知らされた場合、確定時期判定手段４は、画面更新時間経過後、第２領域輝
度制御手段５－２に輝度を上げる指示を行い、領域判定手段３から“ｎ”を知らされた場
合、確定時期判定手段４は、画面更新時間経過後、第ｎ領域輝度制御手段５－ｎに輝度を
上げる指示を行う。
【００２５】
　領域輝度制御手段５は、領域判定手段３および確定時期判定手段４からの指示によりバ
ックライトの輝度を上げるまたは下げることを行う手段である。領域輝度制御手段５は、
分割数に応じた個数分存在する。本発明ではバックライトとしてＬＥＤを用いている。Ｌ
ＥＤの高速応答特性およびＬＥＤの電流－輝度特性のリニアリティ（直線性）により、Ｌ
ＥＤを用いたバックライトは、指示があった際に瞬時に点灯消灯の切り替えおよび輝度の
変化を行うことができ、電流の量の変化に対応した光量を発することができるためである
。領域輝度制御手段５は、基準値保持手段２から渡される輝度情報を基にバックライトの
輝度の調節を行う。
【００２６】
　図３は領域輝度制御手段５の詳細を示す図である。基準値保持手段２から輝度情報がイ
ンターフェース部１１に渡される。インターフェース部１１は受け取った情報を制御部１
２に渡す。ＬＥＤを用いたバックライトは、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤおよび青色ＬＥＤを
組み合わせて、発光を行う。バックライトの輝度の調整は、各色のＬＥＤの輝度を一括し
て調整してもよい。この場合、制御部１２は輝度制御部１３に輝度情報を渡し、輝度制御
部１３は、個別輝度制御部１４に同一の輝度情報を渡すことにより、バックライトの輝度
が一括して調整される。逆にバックライトの輝度の調整は、各色のＬＥＤの輝度ごとに調
整してもよい。この場合、制御部１２は、個別輝度制御部１４に各色に対応する輝度情報
を渡すことにより、バックライトの輝度が各色ごと個別に調整される。
【００２７】
　なお、本実施形態では赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤおよび青色ＬＥＤを個別に有し、個別に
制御するバックライトの例を示した。しかし、バックライトに使用するＬＥＤは、赤色Ｌ
ＥＤ、緑色ＬＥＤおよび青色ＬＥＤだけでなく、多色のＬＥＤまたは白色ＬＥＤでも良い
。また、バックライトの輝度の制御は、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤまたは青色ＬＥＤを一括
して制御することでも良く、多色のＬＥＤと白色ＬＥＤを一括して制御することでも良い
。さらに、多色のＬＥＤと共に白色ＬＥＤを個別に制御することでも良い。
【００２８】
　図４は領域輝度制御手段５から出力される値によりＬＥＤの輝度を変化させる回路図の
例である。この回路では、バックライトの輝度をディジタル情報として受け取る。これを
ディジタルアナログ変換器（ＤＡ変換器）２１によりアナログ信号に変換され、これに対
応する定電流が出力される。つまり、輝度を上げる情報が入力された場合、高い電流が出
力され、ＬＥＤ２２の輝度は上昇する。逆に輝度を下げる情報が入力された場合、低い電
流が出力され、ＬＥＤ２２の輝度は低下する。
【００２９】
　本発明の基準値である画面分割数および画面更新時間は例として次の値が使用される。
画面分割数は、８分割の時残像の低減の効果をもっともよく発揮し、４分割でも残像の低
減の効果が見られる。画面更新時間は、液晶の応答速度および液晶画面の更新時間に依存
するが、本実施形態では１０～２０ミリ秒の間である。
【００３０】
　以上のように本実施形態では、基準値保持手段２の画面分割数により、図１のように画
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面を複数の領域に分割する。次に、タイミング制御手段１は、分割領域に画像情報が書き
込まれた時期を検出する。次に、領域判定手段３は、画像情報が書き込まれた分割領域に
関する情報をタイミング制御手段１から受け取り、領域判定手段３は、分割領域に対応す
る輝度制御手段５にバックライトの輝度を下げる指示を行い、輝度制御手段５はバックラ
イトの輝度を下げる。次に、確定時期判定手段４は、画像情報が書き込まれた分割領域に
関する情報をタイミング制御手段１から受け取り、確定時期判定手段４は、基準値保持手
段２の画面更新時間経過後、分割領域に対応する輝度制御手段５にバックライトの輝度を
上げる指示を行い、輝度制御手段５はバックライトの輝度を上げる。なお、本実施形態で
は、画面更新時間が経過した場合、画像情報の表示が確定したと判断している。
【００３１】
　本発明の他の実施態様では、輝度制御手段５は輝度を下げる指示を行われた場合、ＬＥ
Ｄの消灯を行い、輝度を上げる指示が行われた場合、ＬＥＤの点灯を行う。この実施態様
では、点灯と消灯を行うのみであり、ＬＥＤに流す電流を調整する必要がないため、輝度
制御手段５の回路が簡単になるという利点がある。
【００３２】
　本発明のこの実施態様では、ＬＥＤを消灯する手段は、ＬＥＤをオフ（つまり完全に電
流を流さない）にすることおよび、リーク電流が無視できる程度の電流をＬＥＤに流し続
けることである。ＬＥＤを直列に多数接続した回路を駆動する場合、電圧値は高くなる。
そのため、前者の場合、ＬＥＤオフ時に、ＬＥＤの駆動回路にこの高い電圧が加わるため
、駆動回路に高耐圧の素子が必要となる。一方、後者の場合、ＬＥＤに常時微小電流が流
れる状態になり、ＬＥＤの順方法電圧降下が期待できるため、ＬＥＤの駆動回路に高耐圧
の素子を使用する必要がなくなる。
【００３３】
　本発明の他の実施態様では、ＬＥＤは、定常的に流される電流値よりも大きな電流を流
される。本発明は、ＬＥＤの輝度の上下または点灯消灯を繰り返している。そのため、Ｌ
ＥＤの平均輝度は、通常のＬＥＤの発光から得られる輝度よりも低くなっている。この実
施態様では、通常より大きな電流を流すことで、平均輝度の低下を防止している。
【００３４】
　本発明では、画面分割数は輝度制御手段５の個数と一致している必要はない。一致して
いなかった場合、領域判定手段３が適切な輝度制御手段５を選択する。例えば、画面分割
数が８であり、輝度制御手段５の個数が４であった場合、領域判定手段３に分割領域の番
号“１”が渡され、その後“２”が渡された時に、第１領域輝度制御手段５－１に輝度を
下げる指示を行い、“１”を確定時期判定手段４に知らせる。分割領域の番号“３”が渡
され、その後“４”が渡された場合、第２領域輝度制御手段５－２に輝度を下げる指示を
行い、“２”を確定時期判定手段４に知らせる。以下も同じような制御が行われる。確定
時期判定手段は、領域の番号を指示されてから画面更新時間経過した後、輝度制御手段５
に輝度を上げる指示を行う。
【００３５】
　逆に画面分割数が４であり、輝度制御手段５の個数が８であった場合、領域判定手段３
に分割領域の番号“１”が渡された場合は、第１領域輝度制御手段５－１および第２領域
輝度制御手段５－２に輝度を下げる指示を行い、“１”および“２”を確定時期判定手段
４に知らせる。分割領域の番号“２”が渡された場合は、第３領域輝度制御手段５－３お
よび第２領域輝度制御手段５－４に輝度を下げる指示を行い、“３”および“４”を確定
時期判定手段４に知らせる。以下も同じような制御が行われる。確定時期判定手段は、領
域の番号を指示されてから画面更新時間経過した後、輝度制御手段５に輝度を上げる指示
を行う。
【００３６】
　本発明の実施形態では、液晶表示装置としてノンインターレースの場合を説明してきた
が、本発明はインターレースの場合でも適用可能である。インターレースの場合、ノンイ
ンターレースの場合に比べ半分のカウンタ値で領域判定手段３に分割された領域に対する
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画像情報の書き込みが終了したことを知らせる。
【００３７】
　例えば、液晶表示画面の縦がｍドットであり、画面の分割数がｎであった場合、カウン
タがｍ／２ｎ、２ｍ／２ｎ、・・・、ｎ×ｍ／２ｎになったとき、領域判定手段３にカウ
ンタ×２ｎ／ｍを出力し、分割された領域に対する画像情報の書き込みが終了したことを
知らせる。
【００３８】
　また、本発明の実施形態では、液晶画面の分割として、同じ大きさに分割する場合を説
明してきた。しかし、液晶画面の分割は必ずしも同じ大きさに分割する必要はない。例え
ば、上下の分割を広くして、中の分割は狭くするような実施形態を適用することも可能で
ある。
【００３９】
　以上述べた実施形態は全て本発明を例示的に示すものであって限定的に示すものではな
く、本発明は他の種々の変形態様及び変更態様で実施することができる。従って本発明の
範囲は特許請求の範囲及びその均等範囲によってのみ規定されるものである。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明にかかる液晶表示画面の分割を示す図である。
【図２】本発明のＬＥＤバックライトを制御するシステムの機能構成図である。
【図３】領域輝度制御手段の詳細を示す図である。
【図４】ＬＥＤの輝度を変化させる回路図の例である。
【符号の説明】
【００４１】
　　１　タイミング制御手段
　　２　基準値保持手段
　　３　領域判定手段
　　４　確定時期判定手段
　　５－１～５－ｎ　輝度制御手段
　１１　インターフェース部
　１２　制御部
　１３　輝度制御部
　１４－１、１４－２、１４－３　個別輝度制御部
　２１　ディジタルアナログ変換器
　２２　ＬＥＤ
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